
 

令和７年度 

 

事 業 年 報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 

 

 

 

 

 

 

 



 目      次 

 

１ 公文書館の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（1）設置目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（2）特定歴史公文書等とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（3）業務内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（4）沿革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

（5）組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

（6）施設等の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

（7）所蔵する特定歴史公文書等の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

ア 特定歴史公文書等の所蔵数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(ｱ) 特定歴史公文書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(ｲ) 行政資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(ｳ) 寄贈・寄託文書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

イ 歴史公文書管理システムにおける情報の提供・・・・・・・・・・・・・４ 

(ｱ) 特定歴史公文書等の文書目録件数・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

(ｲ) デジタルアーカイブの画像数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

２ 令和７年度事業の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（1）歴史公文書等の評価選別・収集・保存・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

ア 歴史公文書等の評価選別・収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

イ 特定歴史公文書等の移管・追加の状況・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

(ｱ) 特定歴史公文書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

(ｲ) 行政資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

(ｳ) 寄贈・寄託文書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

ウ 歴史公文書管理システムの運用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

(ｱ) 歴史公文書に係る文書目録の作成数・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

(ｲ) デジタルアーカイブに係るデジタル画像の整備数・・・・・・・・・・７ 

（2）特定歴史公文書等の利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

 ア 利用請求および処理の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

イ 公文書館の利用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

ウ  当館所蔵資料の利用事例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

（3）特定歴史公文書等の普及事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 ア 企画展示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

イ 見学等の受入れ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

  ウ 寄稿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 



(ｱ)湖国と文化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

エ ホームページ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

オ Ｘ(旧ツイッター)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（4）滋賀県史の編さん事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

  ア 情報発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

(ｱ) 企画展示の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

(ｲ) ミニ展示の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

(ｳ) 情報紙『滋賀のアーカイブズ』の刊行・・・・・・・・・・・・・・１２ 

   (ｴ) 研究誌『滋賀県史研究』の刊行・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

(ｵ) 講演会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

(ｶ) 講座等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

イ  資料収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

(ｱ) 新聞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

(ｲ) 収集・撮影依頼資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

  (ｳ) 資料調査・整理等・目録作成等・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

(ｴ) データベース作成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

（5）他団体との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

ア 学校教育機関・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

（6）報道・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

※企画展示紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

 

３ 関係例規・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 



 
1 

 

１ 公文書館の概要  

（1）設置目的  

滋賀県立公文書館は、県民共有の知的資源である県の公文書等のうち、歴史資料として

重要な公文書その他の文書を、「特定歴史公文書等」として適切かつ永久に保存するとと

もに、一般の利用に供することを目的としています。 

 

（2）特定歴史公文書等とは  

滋賀県公文書等の管理に関する条例（平成31

年滋賀県条例第4号）において、県の機関および

県設立地方独立行政法人の組織および機能な

らびに政策の検討過程、決定、実施および実績

に関する重要な情報、その他歴史的に重要な情

報等が記録された公文書その他の文書を「歴史

公文書等」と定めており（第2条第3項）、「歴史

公文書等」のうち、次に掲げるものを「特定歴

史公文書等」と定めています（第2条第4項）。 

①同条例の規定により公文書館に移管されたもの  

②法人その他の団体（県および県設立地方独立行政法人を除く。）または個人から公文書

館に寄贈され、または寄託されたもの  

 

（3）業務内容  

当館の業務は大きく分けて、次の4つがあります。 

ア 歴史公文書等の評価選別・収集・保存 

保存期間が満了した公文書や、寄贈・寄託の申出を受けた資料のうち、歴史資料とし

て重要であると判断したものは、公文書館へ移管・収集して、永久に保存します。 

イ 特定歴史公文書等（所蔵資料）のレファレンス 

所蔵資料の閲覧、複写、利用相談等を行います。 

ウ 特定歴史公文書等の普及事業 

所蔵資料の新たな価値を見出し、利用促進を図るために次の業務を行います。 

・企画展示の開催 

・講演会、講座の開催 

・情報紙、紀要等の刊行 

・デジタルアーカイブの公開 

・教育機関、図書館、博物館等との連携  
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エ 滋賀県史の編さん事業 

滋賀の文化を守りつつ、時代に応じて変化し続けることによって発展してきた本県

の歩みや先人の努力と知恵を振り返り、県民がその歴史を学ぶことに寄与することな

どを目的として、令和4年度に制定した「滋賀県史編さん大綱」に基づき、進めていま

す。 

 

（4）沿革  

昭和 62年(1987 年) 9月 公文書センターの竣工 

昭和 63年(1988 年) 4月 滋賀県公文書等の公開に関する条例を施行 

平成 18年(2006 年)11月 滋賀県公文書保存活用検討懇話会が提言を知事に提出 

平成 19年(2007 年) 4月 「滋賀県歴史的文書の閲覧等に関する要綱」等を策定 

平成 20年(2008 年) 6月  県政史料室の開設 

平成 22年(2010 年)12月  歴史的文書解読講座の開始（職員対象） 

平成 23年(2011 年) 1月  県内公文書館担当者意見交換会を開始 

（翌年に県内歴史的公文書等担当者会議と改称） 

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会(全史料協)に加入 

平成 25年(2013 年) 3月 「滋賀県行政文書」9,068冊が県有形文化財に指定 

平成 25年(2013 年) 9月 『公文書でたどる近代滋賀のあゆみ』(サンライズ出版)を刊行 

平成 27年(2015 年) 6月  進駐軍関係(渉外)の行政文書 154冊を歴史的文書に追加 

平成 28年(2016 年) 7月  行政資料 614点、行政文書 14冊を歴史的文書に追加 

平成 28年(2016 年)11月  情報紙『滋賀のアーカイブズ』を創刊 

平成 30年(2018 年) 1月  明治 150年特別展「湖国から見た明治維新」を開催(～19年 1

月) 

平成 31年(2019 年) 1月  ツイッターアカウントを開設 

平成 31年(2019 年) 3月  滋賀県公文書等の管理に関する条例、滋賀県立公文書館の設置 

および管理に関する条例を公布 

令和 2 年(2020 年) 4月  滋賀県公文書等の管理に関する条例、滋賀県立公文書館の設置 

および管理に関する条例を施行 

県立公文書館の開館 

令和 3 年(2021 年) 3月 開館記念誌『歴史公文書が語る湖国―明治・大正・昭和の滋賀 

県―』(サンライズ出版)を刊行 

  令和 4 年(2022 年) 2月  県政 150周年記念展を開催 

  令和 4 年(2022 年)10月 公文書館所蔵資料指導活用研究会 公開授業実施 

  令和 5 年(2023 年) 2月  滋賀県史編さん大綱制定 

令和 5 年(2023 年) 4月  滋賀県史編さん事業開始 

令和 7 年(2025 年) 3月  研究誌『滋賀県史研究』創刊 
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（歴史的文書担当） 

 

 

（5）組織 （令和７年(2025年)４月１日現在） 

 

 

館長 ― 副館長 ― 副主幹 ― 主査   ― 歴史公文書専門職員（会計年度任用職員）３ 

              

          審議員             県史編さん専門職員（会計年度任用職員）１ 

                              県史編さん員（会計年度任用職員）    ６ 

 

合計 15名 

 

（6）施設等の概要 

所在地：滋賀県庁新館 3階（県本庁舎に併設） 

 

           

位置 名称 面積 主な用途 

4～7階 文書庫 各618㎡ 文書保存箱で50,000箱収蔵可能 

3階 

滋賀県立公文書館 

547㎡ 

特定歴史公文書等の閲覧、展示、県

史編さん 

文書庫（現用）受付 

 
文書庫（現用）受付・閲覧 

2階 県民情報室 275㎡ 
公文書公開窓口、行政・統計資料等

の開架閲覧 

1階 文書庫、倉庫等 311㎡ 主に図面・印刷物を収納 

 

 

 

 

公
文
書
セ
ン
タ
ー 

県立公文書館 

文書庫受付 

新館入口、県民情報室 

文書庫 

（ 県 民 情 報 室 兼 務 ） 

公文書館 

県民情報室 
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（7）所蔵する特定歴史公文書等の概要  

ア 特定歴史公文書等の所蔵数 

 令和８年３月末現在、当館に所蔵している特

定歴史公文書等は次のとおりです。 

 

(ｱ) 特定歴史公文書 31,065冊 

県職員が職務上作成し、または取得した

文書で、公文書館に移管されたものです。 

明治～昭和戦前期の 9,068 冊は、平成 25

年 3月に滋賀県指定有形文化財（歴史資料）

に指定されました。 

 

(ｲ) 行政資料 724点 

県が保管していた行政刊行物・図書・写真

等のことです。 

 

滋賀県日誌…24点 

滋賀県会歴史…35点 

滋賀県史（府県史料）…263点 等 

 

(ｳ) 寄贈・寄託文書  456点 

県にゆかりの深い個人・団体から寄贈・寄託された

文書です。 

 

滋賀県ふるさと創生エコーはがき集…1点 

旧県庁舎写真帳…1点 等 

 

 

 

 

イ 歴史公文書管理システムにおける情報の提供 

特定歴史公文書等の効率的な管理および利用者の利便性向上のため、開館に合わせ

て、特定歴史公文書等の一元的管理およびインターネット上での目録検索やデジタル

アーカイブの閲覧等を行えるシステムを整備し、運用しています。 

 

初代滋賀県庁舎の図【明う 136（16）】 

 

滋賀県管内地理書【資 395】 

 

 

 

 

 

 

 

 

武村正義知事辞任表明等

原稿【寄 10-1】 
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(ｱ) 特定歴史公文書等の文書目録※件数  907,881件 

当システム上で公開している文書目録件数です。    

 

※「文書目録」：当館が所蔵している特定歴史公文書等の 

        情報を整理したもの（請求番号・編次・ 

        件名・作成年月日・差出人・宛先人等） 

 

(ｲ) デジタルアーカイブの画像数 50,206 コマ 

ニーズが高い資料として、社寺明細帳、旧村絵図

のデジタル画像を当システム上で公開しています。 

 

 

 

２ 令和７年度事業の内容 

（1）歴史公文書等の評価選別・収集・保存 

ア 歴史公文書等の評価選別・収集 

本県では、令和 2年 4月に施行された滋賀県公文書等の管理に関する条例に基づき、

保存期間が満了した現用公文書のうち歴史資料として重要なものを順次公文書館に移

管する仕組みを整え、令和 2年度から移管を行っています。 

移管を受けた公文書や、寄贈・寄託の申出を受けた資料のうち歴史資料として重要で

あると判断し収集したものは、公文書館において永久に保存します。 

表 1が「歴史公文書等の評価選別のフロー図」です。この手順を踏まえて、表 2のと

おり令和７年度における選別を実施し、移管を行いました。 

（表 1）歴史公文書等の評価選別のフロー図 

 

 

デジタルアーカイブの検索結果画面 
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（表 2）令和７年度における歴史公文書等の選別結果 

 

ファイルの類型 
選別対象ファイル数 

(冊) 

移管確定ファイル数 

(冊) 

移管率 

(％) 

令和６年度保存期間満了文書 98,489 665 0.68 

 

 

イ 特定歴史公文書等の移管・追加の状況 

 令和７年度中における特定歴史公文書等の移管・追加の状況は次のとおりです。 

 

(ｱ) 特定歴史公文書      

      

 

区 分 

開館(令和 

2年 4 月) 

時（冊） 

令和 3 年 

3 月移管 

（冊） 

令和 4 年

3 月移管

（冊） 

令和 5 年

3 月移管

（冊） 

令和 6 年 

3 月移管 

（冊） 

令和 7 年 

3 月移管 

（冊） 

令和8年 

3月移管

（冊） 

 

合計 

明治期 4,187    0  0 1 0 0 0 4,188 冊 

大正期 1,598 3 0 0 0 0 6 1,607 冊 

昭和戦前期 3,297 6 5 5 0 0 14 3,327 冊 

昭和戦後期 2,844 1,084 3,243 5,606 731 1,392 104 15,004 冊 

平成期 1,264 1,149 841 1,362 918 809 410 6,753 冊 

令和期 0 0 0 2 2 51 131 186 冊 

合 計 13,190  2,242 4,089 6,976 1,651 2,252 665 31,065 冊 

 

(ｲ) 行政資料   

開館(令和 2 年 

4 月)時（点） 

令和 2 年度 

移管（点） 

令和 3 年度 

移管（点） 

令和 4 年度 

移管（点） 

令和 5 年度 

移管（点） 

令和 6 年度 

移管（点） 

令和 7 年度 

移管（点） 
合 計 

614 34 2 9 21 27 17 724点 

 

(ｳ) 寄贈・寄託文書  

開館(令和 2 年 

4 月)時（点） 

令和 2 年度 

追加（点） 

令和 3 年度 

追加（点） 

令和 4 年度 

追加（点） 

令和 5 年度 

追加（点） 

令和 6 年度 

追加（点） 

令和 7 年度 

追加（点） 
合 計 

52 1 4 37 37 239 86 456点 
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ウ 歴史公文書管理システムの運用 

システム運用に係る文書目録の作成や所蔵資料のデジタル画像の整備を、以下のと

おり行いました。 

(ｱ) 歴史公文書に係る文書目録の作成数 

 ２月 ３月 計 

ファイル数(冊) 555 264 819 

件数(件) 1,905 2,000 3,905 

従事日数(日) 18 18 36 

 

(ｲ) デジタルアーカイブに係るデジタル画像の整備数       

        ０コマ 

 

(2）特定歴史公文書等の利用  

ア 利用請求※および処理の状況

各月ごとの特定歴史公文書等の利用請求および処理の状況は、下表のとおりでした。   

※「利用請求」：滋賀県公文書等の管理に関する条例第 13条第 1項の規定による請求 

 

・「前月繰越」の「合計」欄と「処理中」の「合計」欄の 15 件は、令和８年度に繰越す件数です。 

・「処理対象件数」の「合計」欄の 146 件は、令和６年度からの繰越分５件と令和７年度の新規請求分 141 件を

合わせた件数です。 
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イ 公文書館の利用状況 

月ごとの当館の利用状況は、下表のとおりでした。 

 
※１「利用請求」：滋賀県公文書等の管理に関する条例第 13 条第 1 項の規定による請求 

※２「移管元実施機関による利用請求」：滋賀県公文書等の管理に関する条例第 23 条の規定による請求 

※３「簡便な利用」：滋賀県特定歴史公文書等の利用等に関する規則第 18 条第１項の規定による閲覧申込 
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ウ 当館所蔵資料の利用事例 

当館所蔵資料を利用した論文、書籍等として利用者から報告のあった事例は、下表

のとおりでした。 

 

 

 

（3）特定歴史公文書等の普及事業 

所蔵資料の新たな価値を見出し、利用促進を図るために次の業務を行いました。 

 

ア 企画展示 

特定歴史公文書等について広く県民の方々に知っていただくため、近代滋賀の歴史の

中から多彩なテーマを選び、当館にて所蔵資料等の展示を４回にわたって行いました。        
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・企画展示の詳細は、Ｐ17～P19 

・見学者数(人)は展示期間中(第２回県史編さん企画展は 4/1から、第３回県史編さん企画展は 3/31 まで) の人数 

 

 

イ 見学等の受入れ 

公文書館や特定歴史公文書等について広く県民の方々に知っていただくため、中

学校２校、小学校１校、その他団体２団体の見学を受入れました。 

 

 

ウ 寄稿  

(ｱ) 湖国と文化 

（公財）びわ湖芸術文化財団が年４回刊行する文化情報誌の連載コラムに当館職

員が執筆しています。 

      ・歴史の玉手箱 34「滋賀の師範学校」 令和７年４月刊行 

      ・歴史の玉手箱 35「滋賀の献上ホタル」 令和７年７月刊行 

      ・歴史の玉手箱 36「醒井養鱒場と博覧会」 令和７年 10月刊行 

      ・歴史の玉手箱 37「「びわこ国体」のおもてなし」 令和８年１月刊行 

 

 

エ ホームページ 

当館のホームページでは、当館が企画す

る展示・講演会などの催し物案内や、情報

紙の刊行案内、当館の業務・行事の紹介、

利用案内などを掲載しています。 

また、所蔵資料検索システム等の各種機

能を提供しています。 

デジタル展示を御覧になることもできま

す。 

 

ホームページ画面 
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オ  X (旧ツイッター)  

情報発信を強化する一環として、平成 31年 1

月（旧県政史料室時代）にツイッター（Twitter）

を開設しました。 

当アカウントでは、現在、公文書館が企画す

る展示・講演会などの催し物案内や、情報紙の

刊行案内、当館の業務・行事の紹介、県内のア

ーカイブズ情報などを掲載しています。     

〇アカウント名： 

滋賀県立公文書館(@shiga_archives） 

〇掲 載 情 報： 

・公文書館が企画する展示・講演会な

どの催し物案内 

・情報紙『滋賀のアーカイブズ』の刊行案内 

・公文書館の業務・行事の紹介 

・滋賀県内のアーカイブズ情報 

・その他 

 

 

月(末) フォロワー数(月末) フォロワー増加数 投稿数 

前年度末 1,241   

4 1,253 12 5 

5 1,267 14 3 

6 1,272 5 1 

7 1,277 5 0 

8 1,278 1 0 

9 1,282 4 3 

10 1,290 8 1 

11 1,296 6 0 

12 1,297 1 1 

1 1,305 8 1 

2 1,310 5 1 

3 1,309 -1 0 

合計  68 16 
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（4）滋賀県史の編さん事業 

 令和 4年 9月に滋賀県が誕生して 150周年を迎えたことから、令和 5年度から新

たな滋賀県史の編さんを始めました。当館は編さん事務局を担っています。 

ア 情報発信 

   県史編さん事務局として、以下の情報発信事業を実施しました。 

 

(ｱ) 企画展示の開催 

別掲 P9～10、P18～19のとおり、企画展示を実施しました。 

 

(ｲ) ミニ展示の開催 

県史編さん事務局として以下のミニ展示を実施しました。その他、琵琶湖博物館

（草津市）の企画展「川を描く、川をつくる―古地図で昔の堤をさぐる―」（7/19

～11/24）と連携・参加しました。 

【県庁新館２Ｆ掲示スペース】 

・献上された滋賀のホタル  （令和７年４月１日～６月 27日） 

・明治時代の産業振興－唐川布施家文書からみる湖北の養蚕－ 

                 （令和７年９月 30日～令和８年１月 16日） 

・明治時代の海外渡航―大原重右衛門の欧米茶業視察― 

（令和８年１月 19日～３月 31日） 

【県立図書館（大津市）】 

・滋賀県の師範学校／献上された滋賀のホタル（令和８年１月７日～３月１日） 

【江北図書館（長浜市）】 

・布施家文書と湖北の養蚕（令和７年９月６日～10月 13日） 

 

(ｳ) 情報紙『滋賀のアーカイブズ』の刊行 

当館が発行する情報紙で、県史編さんの進捗状況や調査・収集した資料の紹介

等を掲載しています。 

・第 18号(第５回県史編さんだより)  令和７年９月刊行 

・第 19号(第６回県史編さんだより)  令和８年３月刊行 

 

(ｴ) 研究誌『滋賀県史研究』の刊行 

本県の近現代史に関する研究成果を公表するための研究誌

で、県史執筆委員や一般からの投稿論文を掲載しています。 

・第２号 令和８年３月刊行 

 

(ｵ) 講演会の開催 
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県史編さんの調査研究の成果に係る講演会を実施しました。 

演題 近代の滋賀県における環境問題 

―琵琶湖とともにある暮らしと産業の歴史― 

講師 香川雄一氏（滋賀県立大学教授） 

日程 令和７年 11月７日 

 

(ｶ) 講座等 

【滋賀県立公文書館（子ども向け）】 

小学生に向けた情報発信の一環として、次のイベントを実施しました。 

・自分だけの誕生日新聞をつくってみよう！！（令和７年８月８日・18日） 

    ・子ども県議会学習会（令和７年８月 31日） 

【江北図書館】 

    ・伊香相救社文書からみる明治の「福祉」（令和７年６月 29日） 

    ・布施家文書と湖北の養蚕（令和７年９月 14日） 

 ・歴史公文書が語る湖北の近代（令和７年 12月７日）  

 

 

   イ 資料収集 

    県史編さん事務局として、関係機関・団体から以下の資料を収集しました。 

 

(ｱ) 新聞 

・京都新聞（1922年～1945年 8月）：10,282コマ（目録は当館 Web サイトで公開） 

合計：10,282コマ 

 

(ｲ) 収集・撮影依頼資料 

・滋賀県特定歴史公文書等（滋賀県立公文書館蔵）：10,827コマ 

・県民情報室所蔵資料：1,350コマ 

・滋賀県教育会雑誌（彦根市立図書館蔵）：3,052コマ 

・浜縮緬関係資料（大阪経済大学日本経済史研究所蔵）：1,700コマ 

・The Omi Mustard Seed（神戸女学院蔵、ヴォーリズ記念館蔵）：17コマ 

・河島醇関係資料（札幌市立中央図書館蔵、北海道立図書館蔵）：641コマ 

・観光関係文献（県立図書館蔵、県民情報室蔵）：1,841コマ 

・近江商人郷土館所蔵資料（丁吟関係資料）：172コマ 

・里内文庫（栗東歴史民俗博物館蔵）：4,662コマ 

・滋賀県工業試験場事業報告書等 

（京都大学経済学部図書室蔵、北海道大学附属図書館蔵）：341コマ 
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・江越日報（県立図書館蔵マイクロ写真帳）：797コマ 

・高木婦人会資料（野洲市歴史民俗博物館蔵）：1,768コマ 

・滋賀県教育史資料目録：825コマ 

・滋賀県救済協会『時報』（大阪公立大学蔵）：384コマ 

・滋賀県社会事業協会『共済』（大阪府立中央図書館蔵）：1,593コマ 

・滋賀県平和祈念館所蔵資料：13コマ 

・相馬永胤関係資料（専修大学蔵）：43コマ 

・大原社会問題研究所「米騒動史料」：286コマ 

・大原家文書目録および資料（甲賀市歴史文化財課蔵）：5,474コマ 

・企業営業報告書（東京大学経済学図書館蔵）：1,204コマ 

・能登川博物館所蔵絵図：2コマ 

・冨田酒造所蔵資料（長浜市）：4,572コマ 

・布施家文書（長浜市）：390コマ 

・章斎文庫（米原市）：321コマ 

・部落関係資料（部落問題研究所蔵、京都大学経済学学部図書室蔵）：57コマ 

・「蚊や製造業（近江蚊帳）実態調査報告書」（一橋大学経済研究所蔵）：25コマ 

・県立図書館所蔵文献：1,028コマ 

・滋賀県市町村沿革史編さん資料（県立図書館蔵）：32,500コマ 

合計：75,885コマ 

 

(ｳ) 資料調査・整理・目録作成等（(ｲ)を除く） 

・県立水口高等学校：3回（9/11、11/27、12/25） 

・琵琶湖河川事務所：１回（11/18） 

・県立聾話学校：1回（11/19） 

・県立水産試験場：4回（2/2、3/2、3/9、3/17） 

合計：9回 

 

(ｴ) データベース作成 

  ・京都新聞記事 1922年～1945年 8月 （当館 Webサイトで公開） 

 

 

（5）他団体との連携 

  ア 学校教育機関 

県史編さんの成果の学校教育における活用を図り、子どもを含む後世の幅広い世

代に県の歴史を伝えるため、令和７年５月 14日に滋賀県史の学校教育活用ワーキン

ググループを開催しました。 
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(6) 報道 
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～～企画展示紹介～ 

✰展示 17  「博覧会と琵琶湖－近代的水産資源管理の黎明－」 

（期間：令和７年５月 26日～８月 21日） 

令和７年、大阪・夢洲では「2025 年日本国

際博覧会（大阪・関西万博）」が開催されまし

た。博覧会と滋賀県との関係を振り返ってみ

ますと、滋賀県らしい取り組みとして琵琶湖

の水産資源管理というテーマが浮かび上がっ

てきます。 

内国勧業博覧会をはじめとする明治期の博

覧会は、殖産興業上の一大イベントでした。全

国から集められた多種多様な出品物が賞を競

い、そこで得られた知見は政府によって刊行物にまとめられました。滋賀県からはふなずし

といった琵琶湖の特産品の他、湖魚の繁殖方法や養魚設備にまつわる出品が数多くなされ、

なかでも西川養魚場（現・醒井養鱒場）は、第 3 回内国勧業博覧会において非常に高い評価

を受けています。 

本展示では、明治期に開催された博覧会に関連する公文書・行政資料を通して、滋賀県に

おける近代的水産資源管理の足跡をたどりました。 

 

 

✰展示 18 「びわこ国体・びわこ大会から、 わた SHIGA輝く国スポ・障スポへ」 

（期間：令和７年８月 25 日～10 月 30 日)  

令和７年、国民スポーツ大会（国スポ）・全国

障害者スポーツ大会（障スポ）が滋賀県で開催

されました。本県での開催は、昭和 56 年（1981

年）以来 44 年ぶり、２度目となります。そこ

で当館では、国スポ・障スポの開催を記念して、

昭和 56 年大会を振り返る展示を行いました。 

 昭和 56 年の「びわこ国体」は、約 15 年にお

よぶ誘致活動の末、４度目の申請でようやく開

催に至りました。この悲願の国体を成功させる

ため、本県では県、市町村、県民の総力をあげて準備にあたりました。好天のなか開催され

た競技の結果は、びわこ国体では総合優勝、びわこ大会（第 17 回全国身体障害者スポーツ

大会）でも金メダル獲得数１位を果たしています。競技結果だけでなく、琵琶湖を活かした

湖上の炬火（きょか）リレー、琵琶湖をモチーフにしたシンボルマーク、滋賀の郷土料理を
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取り入れた参加者宿泊施設の食事メニュー、湖国ならではの会場間の湖上輸送など、滋賀ら

しさが随所に見られ、内容豊かな実りある国体として好評を博しました。 

 本展示では、このような当時の様子を伝える文書や写真、ゆかりの品を御紹介しました。 

 

✰展示 19 国宝・重要文化財指定記念特別展 「琵琶湖疏水がつなぐ滋賀と京都」

（期間：令和７年 11 月４日～令和８年２月 19日)  

令和７年８月 27 日、琵琶湖疏水の諸施設が

国宝・重要文化財に指定されました。本県所在

の施設では、「第一隧道」が国宝に、「大津閘門

及び堰門」と「大津運河」が重要文化財に指定

されました。このことを記念して、琵琶湖疏水

記念館、大津市歴史博物館および当館では、所

蔵資料の相互貸出による展示を各館で行うこ

ととなりました。 

 当館での展示では、琵琶湖疏水記念館から、

疏水の設計者・田邉朔郎自身が琵琶湖疏水工事の全容をまとめた図録をお借りして展示し

ました。また、附（つけたり）（国宝・重要文化財に指定された施設に関連する備品や文書

などであり、附属的に指定されるもの）に指定された田村宗立の「琵琶湖疏水工事絵図」も

パネル展示しました。 

琵琶湖疏水は滋賀から京都へ水を運ぶだけでなく、物資や人の交流を生み、今回の自治

体連携のきっかけになるなど、滋賀と京都を様々な点でつないでいます。琵琶湖の水が

実際に京都でどのように使用されていたのかを伝える写真等も展示し、琵琶湖疏水がつ

ないだその先の風景を御紹介しました。 

 

✰昭和 100年記念展 「新聞記事からみえた百年前の湖国」 

（期間：令和８年２月 24日～５月 21日) 

令和５年度から当館では、県史編さん事業を

進めており、その資料収集の成果の一部を県史

編さん企画展として発信しています。今回の展

示では、令和８年に昭和元年から起算して満

100 年を迎えることを記念し、県史編さんで収

集した新聞記事を手がかりに、昭和戦前期の湖

国を振り返りました。 

昭和の時代とは、激動と変革の時代でした。

しかし、それは令和の現在と全く断絶したもの
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ではなく、現代へとつながっています。昭和初頭は現在につながる本格的政党政治の起点で

あり、ウシガエルの移入や小鮎の県外移出は現代の外来種問題にもつながります。また国際

観光ホテルの先駆けとなった琵琶湖ホテルや近江学園の前身である三津浜学園の創設は現

在のインバウンドや社会福祉にも通じるものです。 

これらのトピックスを通じて、昭和の時代と現在とのつながりを考える展示をおこない

ました。 

 

 

３ 関係例規 

・滋賀県公文書等の管理に関する条例（平成 31年滋賀県条例第 4号） 

・滋賀県立公文書館の設置および管理に関する条例（平成 31年滋賀県条例第 6号） 

・滋賀県特定歴史公文書等の利用等に関する規則（令和 2年滋賀県規則第 13号） 

・滋賀県文書管理規程（平成 17年滋賀県訓令第 14号） 

・特定歴史公文書等の利用に関する事務取扱要領 

・滋賀県立公文書館における滋賀県公文書等の管理に関する条例に基づく利用請求に対

する処分に係る審査基準 

http://www.pref.shiga.lg.jp/site/jourei/reiki_int/reiki_honbun/k001RG00001655.html
http://www.pref.shiga.lg.jp/site/jourei/reiki_int/reiki_honbun/k001RG00001657.html
https://www.pref.shiga.lg.jp/site/jourei/reiki_int/reiki_honbun/k001RG00001686.html
http://www.pref.shiga.lg.jp/site/jourei/reiki_int/reiki_honbun/k001RG00000062.html
https://archives.pref.shiga.lg.jp/images/documents/youryou2022.pdf
https://archives.pref.shiga.lg.jp/images/documents/sinsakijun.pdf
https://archives.pref.shiga.lg.jp/images/documents/sinsakijun.pdf


 

～～ 利 用 案 内 ～～ 

開館時間 午前 9時～午後 5時 

休館日  日曜日・土曜日・祝休日 

     年末年始（12月 29日～1月 3日） 

【アクセス】 

①JR大津駅から東へ徒歩 5分 

②京阪電気鉄道島ノ関駅から南南西（山側）へ徒歩 5分 

 

【利用方法】 

①当館ホームページの「資料検索」から、閲覧したい文書を検索します。 

②しがネット受付サービス（本県インターネットサービス）の申込フォームにおいて利用請

求に必要な事項を直接入力して送信するか、または利用請求書に必要事項を記入して郵

便または FAXで提出します。 

＊利用制限情報の審査を行い、申請後 30日以内に利用決定を行います（やむを得ない事情

がある場合には審査期間を延長する場合があります）。準備ができ次第、電話・メール等

でご連絡いたします。 

③来館して資料を利用します。 

 

滋賀県立公文書館 

〒520-8577 

滋賀県大津市京町四丁目 1番 1号 滋賀県庁新館 3階 

Tel : 077-528-3126   Fax : 077-528-4813   Mail : archives@pref.shiga.lg.jp 

URL : https://archives.pref.shiga.lg.jp 

X(旧 Twitter) : 滋賀県立公文書館（@shiga_archives） 


